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○障害種別ごとであった施設を障害児入所施設として再編し、その

中を医療の提供の有無により、「福祉型」又は 「医療型」のどちら

かに移行

→障害の重複化を踏まえ、複数の障害に対応できるよう再編

平成２４年児童福祉法改正

○ 平成２６年に、今後の障害児支援の在り方に関する検討会が
開催され報告書が取りまとめられた。
→報告書の中では、障害児入所施設についても言及されてい
る。

障害児支援の在り方に関する検討会

障害児入所施設の経過
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障害児入所施設の機能

発達支援機能 自立支援機能
・重度・重複障害、行動障害、発達障害等多様
な状態像への対応
・幼児期からの子どもの育ち、発達に係る基本
的な観点から、より家庭に近い生活環境や個々
に配慮した生活環境とすべき。
・小規模グループケアを推進するとともに、専門
里親等の活用も含めて、より家庭に近い暮らし
の場を提供する方向性の検討が必要。

・退所後の地域生活、障害者支援施設への円滑
な移行就労へ向けた対応
・施設退所後のアフターケアを行う相談支援など
が考えられる。
・重症心身障害児者への入所支援については、
その特性から本人をよく知る職員が継続して関
われるように、児者一貫した支援が望ましい。

社会的養護機能 地域支援機能

・被虐待児童等の対応。
・子どもの心の傷を癒やして回復させるた
めの専門的ケアの充実等が考えられる。
・乳児院、児童養護施設等で暮らす障害児
について、障害児支援の観点から何らか
の支援が出来ないかについても検討を進
めるべき。

・在宅障害児及び家族への対応。
・家庭復帰を目指した親子関係の再構築
支援などが考えられる。
・地域で生活する障害児の支援を行う視点
から、一定目的をもった短期入所よりも長
い期間の入所の制度的な裏付けを検討す
ることも必要。

２

平成２６年「障害児支援の在り方に関する検討会」報告書より



○障害児や医療的ケア児に関しても家庭養育が保障され

る必要がある。障害児入所施設や病院付設の乳児院の

利用実態を把握し、障害児や医療的ケア児の里親委託

に向けた体制づくりを行う必要がある。

○障害児入所施設も、社会的養護の役割を担っていると

いう認識を深める必要もある。

○障害児入所施設においては、家庭で養育が困難である

子どもの入所も多い。個々の子どものニーズに応じた養

育や家庭環境調整を適切に実施するために、家庭支援

専門相談員などの配慮が必要である。

新しい社会的養育ビジョン
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（平成２９年８月新たな社会的養育の在り方に関する検討会）



検討の視点

以上のような経緯や状況等を踏まえつつ、現在の障害福祉

施策や社会的養護施設等の動向、さらには障害児入所施設

の実態等を考慮して、平成２６年の「障害児支援の在り方に

関する検討会」で整理された以下のような観点を中心に、障

害児入所施設の在り方に関する検討を行う。

○発達支援機能について

○自立支援機能について

○社会的養護機能について

○地域支援機能について
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